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Ⅰ．はじめに
　わが国では，近年，核家族化，相互扶助機能の希薄化，
地域の育児・介護力の低下などの現象が進んでいる。こ
れらの現象に対して，住民一人ひとりが自らの選択と責
任において健康維持や生活の自立に努めるとともに，自
分以外の人と共に生き，支えあうことによって，健康で
安心して暮らせる住みよい地域社会を実現していくこと
が重要な課題となっている。
　地域住民の健康生活を守る立場にある行政分野の保健
師は，従来から地区活動１）という方法を用いて，あら
ゆる住民一人ひとりのセルフケアを向上し，家族や地域
内の生活の営みの中で問題解決できることを目標に，健
康で安心して暮らせる地域づくりをめざした活動を行っ
ている。この方法は，保健師が看護専門職者として自ら
の技術を発揮し，地域に存在する住民や関係者等のあら
ゆる人的資源や物的資源を活用して，既存の保健福祉事
業を地域のニーズに対応させて提供すること，そして住
民が自らの力で自らの健康生活を整えていくことができ
るように自己管理能力や問題解決能力を高めていくこと
を支援するというものである。
　また，近年，保健師の活動においてエンパワメントと
いう概念も用いられている。これは「自身の生活をコン
トロール・決定する能力を開発していく力（パワー）を
獲得するプロセス」２）と定義され，コミュニティ・エ
ンパワメントは，「集団および地域のメンバーが共通の
問題を解決するよう力を結集し，生活をコントロールで
きる力をつけること」３）とされている。先に述べた保
健師の地区活動は，コミュニティ・エンパワメントをめ
ざし支援するものであると言える。
　したがって，地区活動において住民が力を獲得してい
くプロセスへの保健師の支援を明確にすることは，健康
で安心して暮らせる住みよい地域の実現のために重要で
あると考える。しかし，地域づくりをめざした活動にお
いて住民のもつ力に着目した看護援助に関する報告は事
例報告にとどまり，またエンパワメントに関する文献は
年々増加しているが，エンパワメントを促す具体的な看
護援助方法についての研究はまだ十分ではない。
　そこで，本研究では住民のもつ力に着目し，これを引
き出し高めることによって，家族や地域内の生活の営み
の中での問題解決を促進することめざして，住民ととも
に健康で安心して暮らせる住みよい地域づくりに貢献す
る看護援助方法を具体的に明らかにしたいと考えた。
Ⅱ．研究目的
　保健師が地域づくりをめざして展開する地区活動にお
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いて，住民のもつ力を判断し，誰でもが安心して暮らせ
る住みよい地域づくりに向けて住民のもつ力を活用する
看護援助方法を明らかにする。
Ⅲ．研究の枠組み（図１）
　保健師は，受け持ち地区住民に対して保健福祉事業を
適用して個々の住民の生活支援を行い，受け持ち地区住
民すべての健康生活を守る活動を展開している。そのた
め，保健福祉事業にかかわる全住民に対する看護援助の
内容を調べる必要があると考えた。すなわち，地区活動
の過程において個々の住民に対する生活支援を行う中
で，どのような住民のもつ力を，どのように判断してい
るか，判断した力を地域づくりに向けてどのように活用
しているのか，その看護援助の内容をプロセスに沿って
詳細に調べることとした。また保健師は看護援助の対象
である住民一人ひとりを，ケアの受け手の面と支え手の
面の両面をもつ者として捉えている４）ことから，住民
のもつ力もセルフケア力と支え手としての力の両面から
捉えることを前提とした。
Ⅳ．用語の定義
　住民のもつ力：住民が，自分自身や他者の健康生活
を，よりよい状態に維持・向上するために行動したり，
思考したりする機能・能力。保健師の判断する住民のも
つ力は，住民自身が意識していないものを含み，セルフ
ケア力と支え手としての力の両面から捉える。
　地域づくり：地域に存在するあらゆる人的資源や物的
資源を活用し，住民のニーズに対応するサービスを開
発・提供し，住民同士の交流や支えあいを促し，その意
識や価値観を育みながら，誰でもが安心して暮らせる住
みよい地域の生活基盤を形成すること。
Ⅴ．研究方法
１．対象
　Ａ市Ｂ地区において閉じこもり・寝たきり予防を目的
に地域住民が主体となって実施している地域参加型機能
訓練事業（名称：Ｓ会。以下Ｓ会とする。）にかかわる
住民26名。閉じこもり・寝たきり予防の必要性が高く事
業対象者であり，現在，事業に参加している者，及び参
加を促したいが未参加の者，すなわち当事者16名（60～
90歳代，男性３名女性13名）とボランティアとして参加
協力する者，すなわち協力者10名（40～60歳代，男性１
名女性９名）。当事者は全員Ｂ地区に居住する者であり，
協力者はＢ地区担当民生委員を中心とした近隣地区に居
住する者である。
　Ａ市Ｂ地区は，昭和40年代に建てられた間取り１Ｋの
市営住宅40戸からなる一自治会の単位である。居住者の
ほとんどは高齢者で，とりわけ独居高齢者が多い。この
地区に対するＡ市保健師の活動方針は，閉じこもり・寝
たきりを予防すること，そのために地域参加型機能訓練
事業や家庭訪問により，援助を要する住民を早期に把握
し，個別の対応を行うことである。
２．調査方法及び調査項目
　筆者が保健師の立場で家庭訪問，事業への参加により
援助を実施し，援助過程における筆者の判断内容，援助
内容，住民の反応・言動を調べる。この方法を採る理由
は，本研究の前提で述べたように，看護援助の内容をプ
ロセスに沿って詳細に調べる必要があるためである。調
査期間は2002年３月～９月である。
３．分析方法
１）筆者が判断した住民のもつ力の内容の分析
　筆者の判断内容から，判断した住民のもつ力を取り出
し，全事例について集約し内容の類似性で分類整理す
る。
２）住民のもつ力を判断するに至った援助内容の分析
　住民のもつ力と，これを判断した根拠を，筆者の判断
内容から併せて取り出し，この判断根拠を捉えるもとと
なった援助の意図を，筆者の援助内容から取り出す。分
析１で整理した住民のもつ力の内容ごとに，住民のもつ
力は，どのような意図をもった援助によって判断に至っ
たものであるかについて関連を検討する。
３ ）住民のもつ力を地域づくりに向けて活用しようと意
図した看護援助の特徴の分析
　筆者が住民のもつ力を地域づくりに向けて活用しよう
と意図した援助場面を抽出する。筆者の判断内容から，
住民のもつ力，住民のもつ力を活用することによって対
応しようとした課題を取り出し，筆者の援助内容から，
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援助意図と援助行為を取り出し，住民の反応・言動から
住民の変化を取り出す。以上を全場面について集約し，
住民のもつ力を地域づくりに向けて活用しようと意図し
た援助は，何に対するどのような援助であるかの観点か
ら，援助の特徴を分析する。
　以上より，住民のもつ力を判断し地域づくりに向けて
活用する看護援助方法を明らかにする。
　なお，分析データの作成，分析に関しては，随時，地
域看護学研究分野の研究者３名に適切さを検討してもら
い，内容の妥当性の確保につとめた。
４．倫理的配慮
　調査フィールドとなる地域を担当する保健師及び管理
職者それぞれに研究計画書を提示し研究の趣旨等につい
て説明した。調査対象者に対しては，担当保健師より口
頭で説明した後，筆者が口頭で研究の趣旨，プライバ
シー保護，研究参加の拒否等について説明し同意を得
た。
Ⅵ．結　果
　対象全26名に対して，１～９回（平均3.1回），５～
460分（平均120分）の援助を実施した。家庭訪問と事業
参加の両方によって調査した者15名，家庭訪問のみの者
９名，事業参加のみの者２名であった。
１．保健師が判断した住民のもつ力の内容
　26事例への援助過程において筆者が判断した住民のも
つ力の内容を整理し表１に示した。訪問時間が５分で
あった当事者１名を除き，セルフケア力と支え手として
の力の両面から住民のもつ力を判断していた。
　住民のもつセルフケア力は，Ⅰ .日常生活を営む力，
Ⅱ .健康を維持・増進する力，Ⅲ .自分らしく生きる力の
表１　保健師が判断した住民のもつ力
大項目 小項目 当事者 協力者
?
?
?
?
?
?
Ⅰ．日常生活を営む力
　
　
１．自立した生活を重視する考えをもち実行する ●
２．助力を得て自立した生活をする ● ●
３．自分の生活について自分で決めたり自分で行ったりする ●
４．円滑に生活するために対処行動をとる ●
Ⅱ．健康を維持・増進する力　 １．保健医療福祉サービスを利用する ● ●
２．健康問題に関して自己管理，対処する ●
３．健康増進に向けて行動する ● ●
Ⅲ．自分らしく生きる力 １．自己実現に向けて行動する ● ●
２．自らの経験や考えを表現する ● ●
?
?
?
?
?
?
?
?
Ⅰ．他者を認める力　 １．援助を受けたことに対する感謝をあらわし他者の役割を認める ● ●
Ⅱ．他者をどのように支えるかについ
ての考えをもつ力
　
１．自らの経験や特性を活かす ●
２．他者の立場，気持ちにたつ ● ●
３．他者の意欲を引き出し主体性を促す ● ●
４．支援の両方向性を重視する ●
５．住民同士の交流を深めることを重視する ● ●
６．住民相互の助けあいや支えあいを意識する ● ●
Ⅲ．助力があれば支え手となりうる力 １．他者からの要望にこたえて行動する ●
２．自分の知っていることを他者に教え共有する ●
Ⅳ．他者を支えるために主体的に考え，
行動し活動する力
１．地区の中で役割をもって他者を支える活動を行う ● ●
２．同じ地区に住む住民の役に立つ行動をする ● ●
３．近隣者や親族など身近な他者を支える行動をする ● ●
Ⅴ．他者を支える活動を充実させる力 １．他者を支える活動を改善し充実させる ● ●
２．自分以外の支え手や関係者と協力する ●
３．他者を支える活動を円滑にするための支え手の体制をつくる ●
４．他者を支える活動を評価する ●
５．他者への支援を充実させるための方法を工夫する ●
６．他者を支える活動の必要性を考える ●
７．他者にとって解決が必要な問題を意識する ● ●
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３項目に大分類できた。Ⅲ .自分らしく生きる力は当事
者１名を除く25名から判断していた。当事者90歳代女性
への援助において，「本人にとって楽しみである野菜づ
くりを自分自身の健康状態に気をつけながら行う」とい
うⅢ－１「自己実現に向けて行動する力」とともに，「身
体によいと判断した食品を摂るように工夫する」という
Ⅱ－３「健康増進に向けて行動する力」を判断していた。
このように，自分らしく生きる力を判断して対象者の自
分らしさ，楽しみや望みを捉え，その実現に向けて日常
生活や健康の維持・増進のために何をしているか，何が
できているかを判断している傾向にあった。
　住民のもつ支え手としての力は，Ⅰ .他者を認める力，
Ⅱ .他者をどのように支えるかについての考えをもつ
力，Ⅲ .助力があれば支え手となりうる力，Ⅳ .他者を支
えるために主体的に考え，行動し活動する力，Ⅴ .他者
を支える活動を充実させる力の５項目に大分類できた。
２．住民のもつ力を判断するに至った援助
　住民のもつ力は，どのような意図をもった援助から判
断したものか，住民のもつ力を判断するに至った援助意
図と判断した住民の持つ力の関連を検討した。（表２）
　住民のもつ力を判断するに至った援助の意図は，表２
に示す21項目に分類され，さらに２大項目「住民個々の
問題解決及び自己管理の促進」「住民同士による問題解
決の促進」に整理された。
　住民のもつ力を判断するに至った援助意図の大項目で
示す「住民個々の問題解決及び自己管理の促進」を意図
表２　住民のもつ力を判断するに至った援助の意図
住民のもつ力を判断するに至った援助の意図 セルフケア力 支え手としての力
?
?
?
小　　　項　　　目
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
１　生活の継続性を重視し，促す ● ● ● ● ● ●
２　生活行動の自立性を重視し，促す ● ● ● ● ● ●
３　健康生活面の自己管理を向上させる ● ● ●
４　健康生活面の問題の自己解決を重視し，促す ● ● ● ● ●
５　 自分自身の健康状態・サービス利用に関する主体性や，自己判断・
自己決定を尊重し，促す
● ● ● ● ● ●
６　自ら他者とのつながりをつくり，交流を深めることを重視し，促す ● ● ● ● ●
７　サービスを利用することによる生活の快適さを追求する ● ● ● ●
８　考えや意向，これまでの生活経験を尊重する ● ● ● ● ● ● ●
９　自分自身の存在価値を意識できるよう促す ●
10　自己実現を達成することを支援する ● ● ● ●
11　援助者を受け入れることを促す ● ● ● ● ●
12　家族単位での問題解決を促す ● ● ● ● ● ●
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
13　地区で生活を継続することに対する愛着心を高めるよう促す ● ● ● ● ● ●
14　住民同士のつながりをつくり，交流を深めることを重視し，促す ●
15　 地区の中で役割を担うことにより日常的な交流や支えあいへの価値
を高めることを促す
● ●
16　住民同士による問題解決を促す ● ● ●
17　地区における支え手であることを認識し支援する ● ● ● ●
18　支え手としての主体的な活動を促す ● ● ● ●
19　 支え手としての活動が自分自身の生活にもつ意味を意識して活動を
行うことを促す
● ● ●
20　地区の中で役割をもつことにより自分自身の存在価値を意識し高める ● ● ● ●
21　Ｓ会が住民の生活に即したものとなるよう充実させる ● ● ● ● ●
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した援助，すなわちセルフケア力の向上を意図した援助
により，セルフケア力だけでなく支え手としての力も判
断していた。
　また，「住民同士による問題解決の促進」を意図した
援助からは，支え手としての力を多く判断していた。セ
ルフケア力についても数は少ないが判断していた。この
中では，セルフケア力Ⅲ－１「自己実現に向けて行動す
る」力を多く判断していた。
３ ．住民のもつ力を地域づくりに向けて活用しようと意
図した援助の特徴
　住民のもつ力を地域づくりに向けて活用しようと意図
した援助場面は，当事者への援助場面４，協力者への援
助場面14であった。活用した力は，当事者７名，協力
者７名から判断したものであった。
　当事者80歳代女性（以下，Ｚ氏とする）への援助場面
を説明する。Ｚ氏は，身体機能及び生活意欲が低下し，
訪問介護を利用して独居生活を続けており，Ｓ会への参
加は不定期であった。筆者は，Ｚ氏は手助けをすれば
「自分の得意なことでありよく知っている花札について
他者に教え話題を共有することができる」というⅢ助力
があれば支え手となりうる力をもつと判断した。この力
を活用し，以前はＢ地区の住民が集まってやっていたと
いう花札をＳ会で実施し，Ｚ氏に対しては，住民同士が
交流をもつことによりＳ会への参加意欲，さらには生活
意欲を高めることやＳ会の中で花札のルールを教えるな
どの役割を担い，主体的に行動できるように促すことを
意図した。Ｚ氏以外のＳ会当事者に対しては，以前，住
民同士で楽しんだ花札をやることにより，現在希薄であ
る住民同士の交流を促すことや自分もＺ氏のようにＳ会
の中で役割を担って参加しようという意欲を引き出し主
体的に参加するようになることを意図した。その結果，
Ｚ氏は自ら「Ｓ会で花札をやってみたい」と発言し，意
欲が表出されるという認識面の変化がみられた。
　全18場面を分析した結果，住民のもつ力を地域づくり
に向けて活用しようと意図した援助は，Ｂ地区住民の課
題に対して，住民のもつ力を活用することによって対応
しようとする援助であった。この課題は，直接働きかけ
る住民個々に対応しようとするものと，直接働きかける
住民本人以外の住民や地区全体の課題に対応しようとす
るものであった。これらの課題に対応するための援助意
図は，直接働きかける住民に向けた援助意図と，その住
民を通して他の住民やＢ地区全体に向けた援助意図を有
していた。すなわち，住民の力を活用する援助により，
直接働きかけた住民は，地区への愛着心や住民同士の連
帯感，地区内での役割発揮への意欲を高めるなどの認識
面及び住民同士の交流を深める機会をつくるなどの行動
面の変化を生じ，この住民の変化により，他の住民やＢ
地区全体に変化を及ぼすことを意図した援助であった。
　住民のもつ力を地域づくりに活用しようと意図した援
助意図と活用した住民のもつ力との関連を表３に示し
た。住民のもつ力を地域づくりに向けて活用しようと意
図した援助の意図は，「住民個々の健康意識の向上及び
自己管理の促進」「住民同士による問題解決の促進」「地
域内で提供する保健福祉サービスの充実」に整理でき
た。つまり，住民のもつ力を地域づくりに向けて活用し
ようと意図した援助は，「住民個々の健康意識の向上及
び自己管理の促進」「住民同士による問題解決の促進」
「地域内で提供する保健福祉サービスの充実」をめざす
特徴があった。
　地域づくりに向けて活用していた住民のもつ力は，セ
ルフケア力と支え手としての力の両面からであった。ま
た，当事者と協力者，両者の力であった。閉じこもりや
寝たきりを予防する必要性の高い高齢者である当事者の
もつ力についても，地域づくりに向けて活用していた。
Ⅶ．考　察
１．保健師が判断した住民のもつ力の特徴
　保健師である筆者が判断した住民のもつセルフケア力
は，「日常生活を営む力」「健康を維持・増進する力」「自
らしく生きる力」の３つに大別された。結果１に示した
ように，「自分らしく生きる力」との関連で「日常生活
を営む力」「健康を維持・増進する力」を判断する傾向
があった。奥宮も，セルフケアを行うことは自分らしく
生きることであり，自分らしさを表明するための自己の
権利と責任であると述べている５）。セルフケア力として
整理したこれら３つの力の関係は，住民一人ひとりの
「自分らしく生きる力」を中核として，「日常生活を営む
力」「健康を維持・増進する力」があり，保健師はこれ
を総体として捉えて判断していると考えらえた。
　住民のもつ支え手としての力は大別すると「他者を認
める力」「他者をどのように支えるかについての考えを
もつ力」「助力があれば支え手となりうる力」「他者を支
えるために主体的に考え，行動し活動する力」「他者を
支える活動を充実させる力」の５つに整理された。「他
者を認める力」及び「他者をどのように支えるかについ
ての考えをもつ力」に整理した内容は，表１に示すとお
り，支え手としての姿勢や支え手となるときに重視する
考え方をあらわす内容であった。「助力があれば支え手
となる力」「他者を支えるために主体的に考え，行動す
る力」「他者を支える活動を充実させる力」に整理した
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内容は，支え手としての具体的な行動をあらわす内容で
あった。これらのことから，支え手としての力として整
理した５つの力の関係は，まず他者を支える際の基盤と
して，「他者を認める力」「他者をどのように支えるかに
ついての考えをもつ力」の両者があり，これらに立脚し
て「助力があれば支え手となる力」「他者を支えるため
に主体的に考え，行動する力」「他者を支える活動を充
実させる力」の三者がある。この三者は，「助力があれ
ば支え手となる」，「他者を支えるために主体的に考え，
行動する」，「他者を支える活動を充実させる」の順で，
支え手としての力の段階を示すと考える。以上より，支
え手としての力として整理したこれら５つの力の関係
は，「他者を認める力」「他者をどのように支えるかにつ
いての考えをもつ力」を基盤にして，「助力があれば支
え手となる力」「他者を支えるために主体的に考え，行
動する力」「他者を支える活動を充実させる力」があり，
保健師は，支え手としての住民の姿勢や考え方を重視
し，住民のもつ支え手としての力がどの段階にあるかを
判断していると考えられた。
２ ．住民のもつ力を判断し地域づくりに向けて活用する
看護援助方法
　住民のもつ力を判断し地域づくりに向けて活用する看
護援助方法として，１）住民一人ひとりのセルフケア力
の向上をめざした援助を基盤におく，２）セルフケア力
と支え手としての力の両面から住民の持つ力を捉える，
３）住民のもつ力を地域づくりに向けて活用するために
は，直接働きかける住民を通して，他の住民に働きかけ
る意図をもった援助を行う，４）住民一人ひとりのセル
フケア力を高めながら支え手としての力も高める，以上
の４点が重要であると考えられた。これらの関係は図２
のように示すことができた。
　以下に，住民のもつ力を判断し地域づくりに向けて活
用する看護援助方法について述べる。
１ ）住民一人ひとりのセルフケア力の向上をめざした援
助を基盤におく
　本研究では，保健師が判断する住民のもつ力につい
て，セルフケア力と支え手としての力の両面があること
を前提とした。結果１に示すとおり，保健師は，当事者
及び協力者の両者からセルフケア力及び支え手としての
表３　住民のもつ力を地域づくりに向けて活用しようと意図した援助の意図と活用した住民のもつ力
援　　助　　意　　図
セルフケア力 支え手としての力
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?
?
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?
?
?
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?
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?
住民個々の健康意識の
向上及び自己管理の促
進
助力を得て生活を維持することを支える １○
Ｓ会への主体的な参加を促す
１●
２●
２●
１○
２●
Ｓ会へ参加し住民同士の交流を深めることによ
り，健康生活への意識を高める
１◎
２●
２● １○ １○
住民同士による問題解
決の促進
自分の住む地区のことを自分のこととして考える
意識，行動を支える
１○
住民同士の交流を深めることを促す
１●
２●
１○ ２● １○ １○
近隣者を気遣い手助けする気持ち，行動を支える １○ ２●
住民同士による問題解決ができるように支える ２●
１○
２●
当事者の生活を支える協力者の活動を支える １○
地域内で提供する保健
福祉サービスの充実
Ｓ会を改善充実させるための取り組みを支える
１◎
２●
１○ １○
注１）表中の数字は，住民のもつ力の中項目を示す。これらの数字は表１と一致している。
注２）表中の記号●はすべて当事者のもつ力，◎は当事者・協力者両方のもつ力，○はすべて協力者のもつ力，を示す。
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力の両面を捉えていた。当事者のみならず協力者と位置
づける住民についても，個々の住民のセルフケア力を判
断しこれを高める援助を行っていた。また，住民のもつ
力を判断するに至った援助意図と判断した住民のもつ力
との関連を検討した結果からも，「住民個々の問題解決
及び自己管理の促進」を意図した援助によって，セルフ
ケア力だけでなく支え手としての力も判断していること
が確認できた。このことから，住民一人ひとりに対する
セルフケア力の向上をめざした援助を基盤にして，住民
のもつ力を判断していると考えられた。保健師は地域づ
くりをめざした活動において，将来その住民が生活してい
く上で起こりうる健康生活上の問題・課題を予測し，その
人自らが対応できるようにすることを重視しており６），誰
でもが安心して暮らせる住みよい地域づくりに向けて住
民同士による主体的な問題解決ができるように支援する
ためには，まず，住民一人ひとりのセルフケア力の向上
をめざした援助を基盤におくことが重要であると考え
る。
２ ）セルフケア力と支え手としての力の両面から住民の
もつ力を捉える
　前述のとおり，保健師は，当事者及び協力者の両者よ
り，セルフケア力及び支え手としての力の両面から住民
のもつ力を判断しており，その内容も表１に示すとおり
多様であった。保健師が対象者のエンパワメントに関わ
る際には，個人，家族，地域の自身の生活を変えること
ができる潜在能力を信じることが重要である７）が，ど
のような力に着目すればよいかの示唆が得られたと考え
る。すなわち，保健師は，住民が自分自身の健康や生活
をよりよい状態に維持向上するために日常生活や健康生
活に関して思考し行動するセルフケア力と，自分以外の
他者の健康や生活をよりよい状態に維持向上するために
日常生活や健康生活に関して思考し行動する支え手とし
ての力の両面をもつことを信じて，これらの力を多様な
面から判断することが重要である。
３ ）直接働きかける住民を通して，他の住民に働きかけ
る援助の意図をもち，住民のもつ力を地域づくりに向
けて活用する
　結果３で示したとおり，住民のもつ力を地域づくりに
向けて活用しようと意図した援助は，その場面で直接関
わる住民本人の課題に対応して働きかけると同時に，本
人を通して，本人以外の住民の課題に対応して，本人以
外の住民個人，Ｓ会当事者全体，Ｓ会協力者全体，Ｂ地
区住民全体へ働きかける意図をもつ援助であった。
　このように，直接働きかける対象を通して，他の対象
へ向けた看護援助を行うことは，地域看護に特徴的な援
助方法である。これは，直接働きかける住民に対する援
助を行う際に，その住民の認識や行動が変化することに
よって他の住民に影響を及ぼすことを想定し，他の住民
に対する援助意図をも有して，直接働きかける住民への
援助を行うものである。この結果，保健師が直接働きか
ける住民が，他の住民に対して関わり，直接働きかける
住民と他の住民とをつなぐことになる。そして住民同士
をつなぐことにより，住民個々の他者に対する関心を高
めたり気遣いを促すという意味がある８）。保健師は地区
活動においてこのような援助を行うことによって社会連
帯に対する住民の意識や価値観を高め，地域づくりをめ
ざしていると考えられた。
　以上より，直接働きかける住民を通して，他の住民に
働きかける援助の意図をもち，住民のもつ力を地域づく
りに向けて活用することが重要であると考える。
４ ）住民一人ひとりのセルフケア力を高めながら支え手
としての力も高める
　地域づくりに向けて活用した住民のもつ力は，表３に
示すとおり，「住民個々の健康意識の向上及び自己管理
の促進」「住民同士による問題解決の促進」「地域内で提
供する保健福祉サービスの充実」をめざして，セルフケ
ア力の「自分らしく生きる力」，支え手としての力の「他
者を支えるために主体的に考え行動し活動する力」を活
用していた。支え手としての力は，考察１で述べたよう
に，「助力があれば支え手となる」「他者を支えるために
主体的に考え，行動する」「他者を支える活動を充実さ
 
個々
の住
民の
生活
を
支援
する
看護援助
 
住民一人ひとりのセルフケア力を 
高めながら支え手としての力も高める 
誰でもが安心して暮らせる 
住みよい地域づくり 
住民のもつ力 
直接働きかける住民を通して、他
の住民に向けた意図をもつ 
住民一人ひとりのセルフケア力の向上をめざした 
生活への援助を基盤におく 
判断する 
活用する
住民のもつ力 
セルフケア力と支え手としての
力の両面から捉える 
図２　 住民のもつ力を判断し地域づくりに向けて活用す
る看護援助方法
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せる」の段階がある。これをあわせて考えると，「他者
を支えるために主体的に考え行動し活動する力」のみな
らず，個々の住民がもつ支え手としての力をまず判断
し，その力の段階に応じて地域づくりに向けて活用する
ものであると言える。
　松下は，「地域のもつ力」について，地域に住む人々
の必要感によって造り出されてくるものであり，住民自
らがつくり，造り出したその力で自らが支えられ，その
地域の中で住民相互が交流し連帯し，支えあうことので
きるそのこと自体であると述べている９）。またエンパワ
メントの考え方においても，エンパワーのプロセスは他
者との相互作用によって生じるプロセスであるとされて
おり10），保健師はこれを支える立場から，住民同士によ
るものや保健師と住民による相互作用の場をつくるなど
して，誰でもが安心して暮らせるすみよい地域づくりを
めざして，住民一人ひとりに関わり，そのプロセスを通
して一貫して，住民の自主性や主体性を尊重し高めてい
くことが重要であると言える。こうした援助により住民
のもつ力が高められ，地域づくりに向かうものとなると
考えられた。
　以上より，住民が支え手としての力を発揮できるよう
に助力を提供し，「他者を支えるために主体的に考え行
動し活動する力」を高めることが重要である。支え手と
しての力の段階の判断に応じて，「他者を支える活動を
充実させる力」についても高めることが重要である。同
時に，セルフケア力である「自分らしく生きる力」を高
めることも重要である。つまり，住民のもつ力を判断し
地域づくりに向けて活用する看護援助方法として，住民
一人ひとりのセルフケア力を高めながら支え手としての
力も高めることが重要であると考える。そしてこれは
個々の住民に対する看護援助のプロセスを通して重要と
なるものであると考える。
３．本研究の限界と今後の課題
　本研究は，保健師が地域づくりをめざして展開する地
区活動において，住民のもつ力を判断し，誰でもが安心
して暮らせる住みよい地域づくりに向けて住民のもつ力
を活用する看護援助方法を明らかにした。
　保健師は，住民のエンパワメントプロセスにおいて，
１．協働関係にあること，２．対象となる人々を理解す
ること，３．対象者のエンパワーのプロセスを支えるこ
とが重要である11）12）と言われている。本研究ではこの
うち２及び３に関して具体的な方法が見出されたと言え
る。すなわち，対象を理解する一つとして住民のもつ力
をどのような面から捉えることができるかの示唆が得ら
れた。また住民のもつ力をどのように判断し地域づくり
に向けて活用しているかの構造が明らかになったことに
より，その段階に沿って住民のエンパワーを支える機
会・場を設けることが必要であると考えられた。つま
り，個人のエンパワメントにかかわる看護援助方法に関
する知見が得られた。
　一方，コミュニティ・エンパワメントにおいては住民
と保健師の協働関係が重要であるが，これは住民も保健
師も各々が主体性をもちお互いの役割と責任を認識した
上で同じ目標に向かって協働することを示している。し
かし本研究対象では保健師が住民の協力を得て事業を実
施している段階であり，協働関係づくりの支援までは見
出せなかった。
　このことは，本研究の調査期間が短く，地域づくりに
向けた活動の発展やその成果をふまえた分析ができな
かったことが関連している。今後は，地域づくりとして
の成果をコミュニティ・エンパワメントのプロセスに照
らして明らかにし検討する必要がある。
（本論文は，千葉大学大学院看護学研究科における修士
論文の一部を加筆修正したものである。）
引用文献
１）平山朝子，宮地文子編：公衆衛生看護学大系１　公衆衛
生看護学総論１，第３版，日本看護協会出版会，51－68，
1999．
２）野嶋佐由美：エンパワメントに関する研究の動向と課題，
看護研究，29（6）：453－464，1996．
３）麻原きよみ：エンパワメントと保健活動　エンパワメント
概念を用いて保健婦活動を読み解く，保健婦雑誌，56（13），
1120－1126，2000．
４）坪内美奈：地域社会づくりに関わる看護援助方法の特質，
千葉看護学会誌，6（1），9－15，2000．
５）奥宮暁子：人間理解のための看護的アプローチ　第２章セ
ルフケア，第１版，医学書院，67－119，2001．
６）前掲書４）
７）前掲書３）
８）前掲書４）
９）松下拡：健康学習とその展開，第１版，勁草書房189-208，
1990．
10）前掲書３）
11）前掲書３）
12）中山貴美子：コミュニティエンパワメントとは？コミュニ
ティエンパワメントと保健師活動，保健師ジャーナル，62
（1），10－15，2006．
71千葉看会誌　VOL.13 No.２ 2007.12
NURSING CARE TO ASSESS AND MAXIMIZE POTENTIAL ABILITIES OF
COMMUNITY RESIDENTS FOR COMMUNITYBASED PRACTICE
Yoko Yamada
School of Nursing, Chiba University
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 This study aimed to identify nursing care to assess and maximize the potential abilities of local residents for com-
munity-based practice. 
 Subjects were 16 elderly persons and 10 supporters who participated in care prevention activity for elderly persons 
living in the community. Data was collected from the author’s own nursing practice as well from a public health nurse. 
 Potential abilities assessed as self-care abilities were: 1） going about one’s daily life, 2） promoting one’s own 
health, and 3） living by one’s own values. Potential abilities assessed as supportive abilities were: 1） recognizing others, 2） 
having opinions about support for others, 3） having the ability to become a supporter by someone’s help, 4） performing 
voluntary and creative behaviors and activities to support others, and 5） developing supportive activities.  
 To assess and maximize the potential abilities of local residents for community-based practice, it is necessary for 
nurses to perform the following: 1） to be based on support to promote the self-care of individual, 2） to assess both of 
self-care abilities and supportive abilities, 3） to have support intention for the other residents in the community through 
residents to support directly and 4） to improve supportive abilities through the process of improving self-care abilities.
